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研究成果の概要（和文）：健康日本21において健康寿命延伸のためには、健康格差を是正することが求められて
いる。労働安全衛生法でさえ、50人以上の事業所では産業医が選任され、産業保健サービスの提供を受けること
ができるが、50人未満の事業所ではストレスチェックさえ実施義務はなく、法の下の不平等、健康の社会的格差
が生じている（50人未満の事業所は550万事業所：全事業所の97％、その従業員数は3400万人に及ぶ。総務
省）。大規模なポピュレーションが働く中小零細企業への革新的な産業保健サービスの構築こそが、健康格差の
是正、ひいては健康寿命への延伸に繋がると考える。中小零細事業所向け産業保健提供サービスプラットホーム
を開発した。

研究成果の概要（英文）：Health Japan 21 calls for correcting this health disparity in order to 
extend healthy life expectancy. Even under the Industrial Safety and Health Act, workplaces with 50 
or more employees can appoint an industrial physician and receive industrial health services, but 
workplaces with fewer than 50 employees are not required to conduct even stress checks, and are not 
required to do so under the law. (5.5 million establishments have fewer than 50 employees: 97% of 
all establishments, and the number of employees is 34 million. Ministry of Internal Affairs and 
Communications). We believe that building innovative industrial health services for small and 
medium-sized enterprises where large populations work will lead to rectifying health disparities and
 ultimately extending healthy life expectancy. Developed an industrial health provision service 
platform for small and medium-sized businesses
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研究成果の学術的意義や社会的意義
職域での健康格差を是正するため、加速化しているAI技術を利用し、産業保健の知的データベース（DB）を構築
することにより、AIによる解決策の提供を行う「中小零細事業所向け産業保健提供サービスエンジン」の開発を
行った。このAIエンジンには、昨今急速に進化したChatGPTを初めとする大規模言語モデル（Large Language 
Model）をベースに生成系AIを開発した。これまで生成系AIは専門性が高い内容や精度が要求される分野での回
答はまだ不十分で、特に「ハルシネーション」という誤情報を生成する問題が発生していたが、この課題を解決
して社会実装レベルにしたことは社会的意義が大きいと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
新型コロナウイルスのパンデミックは、世界各地で健康格差の問題を浮き彫りにした。諸外 
国ほどではないが、日本でも健康格差の問題が、直接健康寿命に直結している。日本の労働 
安全衛生法では、50人以上の事業所では産業医が選任され産業保健サービスが提供を受ける 
ことができるが、50人未満では、ストレスチェックの実施さえ実施義務はなく、法の下に不 
平等、健康格差が生じている。これらの解決する手段として国は、地域職域連携推進事業を 
進め、一昨年ガイドラインを改定し地域職域連携事業の加速を求めているがその学術的かつ 
実践的な方法論を有しない。  
我々は、現在加速化した ICT技術でネットワークインフラを用い、50名未満の事業所従業 
員に対しての産業保健サービスの提供を行うネットワークシステム構築を行っているが、そ 
のキーとなる「産業保健サービス提供」は、これまで人海戦術しか発想としてなかった。そ 
のため、その人材確保の困難さが大きな阻害要因であったが、今回既に多方面で応用されて 
いる AI技術を利用し、現在日本にある産業保健リソースの再配分を行い、専門家を必要と 
するリアルサービスと仮想サービス（AIによる解決策の提示）の提供を行う「中小零細事 
業所向け産業保健提供サービスエンジン」の開発を行うことを目的とする。本研究は、最終 
的なアウトカムとして健康寿命の延伸に繋がるかどうか？の根本的な方法論を構築すること 
に対する萌芽的研究の位置づけであり、革新的な地域ー職域連携モデルを創世することであ 
る。 
 
 
２．研究の目的 
「産業保健サービス提供」を提供する特異型生成系 AIを構築し、具体的でかつ実践的な地域職
域連携モデルを構築することにある。昨今、GPT（Generative Pretrained Transformer）をは
じめとする大規模言語モデル（Large Language Model, LLM）が注目されている。しかし、専
門性が高い内容や精度が要求される分野での回答はまだ不十分で、特に「ハルシネーション」と
いう誤情報を生成する問題が発生している。この問題を解決し実用レベルの産業保健特化型生
成系 AIを開発して、より実用的な地域―職域連携を実現させることを目的とする。 

 
３．研究の方法 
「ハルシネーション」の問題を克服するため、専門データベースへのアクセスと正確な教師デー
タが必須である。まずは、より正確な質問を引き出すために、深掘り質問システム（Deep 
Questioning System, DQS）」を開発した。このシステムにより事業者・衛生管理者からの情報
収集を効率化することができる。DQS は、漠然とした質問から事業所特有の詳細情報を繰り返
し質問することで得るシステムであり、これにより、より正確で専門的な回答の提供が可能とな
る。 
さらに、大規模言語モデル（LLM）によるテキスト生成を用いて主となる回答生成機能を作
成している。また回答の品質と正確性を向上させるため Retrieval-Augmented Generation 
(RAG) と呼ばれる、LLM に外部情報の検索を組み合わせる手法を用いている。本件において
RAG では産業保健に関する複数の書籍や資料を学習させている。RAG において一般的なベク
トル検索（学習対象となるテキストから意味とコンテキストを取り込み数値表現・ベクトルに変
換し、検索クエリも同様にベクトルしてその距離を測ることでその関連性を表現する方法）だけ
でなく産業保健における区分での索引型全文検索（あらかじめ文書をカテゴリごとに分けてイ
ンデックスを作成しておく）を組み合わせることで大量のデータを対象として高速に回答を生
成することが可能となった。 
さらに、実用性を検証するために本案件の開発において産業保健特化型 AI およびその性能を実
際に試すための検証用 Web アプリケーションの開発を行った。検証の目的は産業医および事業
者の実務において開発物の実用性を確かめることである。以下に検証の概要と検証のための要



件定義を整理する。 
想定されるユーザーとして、Web アプリケーションの想定ユーザーは産業医および事業者であ
り、事業者側担当者と産業医の相談時のメールでのやり取りにおいて、1人の産業医が担当可能
な回答可能な数には限界があり、また正確な回答作成までに丁寧なヒアリングや原因・対策の検
討と回答文章の作成が必要となる。中小零細企業に対して十分な産業保健サービス提供を行う
ためには、この担当可能数と回答の質と数がボトルネックとなるため、これを解消できるかどう
かを検証する必要があった。 
産業保健特化型 AI の用途として自動でヒアリングと回答候補の作成を行うことで回答までの
リードタイムを短くする。また専用データベースを用いることで正確性の高い回答を候補とし
て出力できるようにする。産業医は出力された候補の中から自身の判断で編集・選択を行った後
に送信が可能となることで、大幅にそのスピードを短縮することで、担当産業医の負荷を低減さ
せる。 
実務での実用性を確かめるため、産業医および事業者側総務担当者の使いやすいインターフ
ェースを用意する必要があった。互いのユーザーは一般的なメッセージアプリのように即時に
送受信が行える機能と、産業医側が素早く産業保健特化型 AI にアクセスし回答を生成できる機
能を利用しながら相互に会話をしながら相談・回答を行うように開発を行った。 
 
４．研究成果 
 
逐次ヒアリングの文章となるメッセージをシステムから送信しながら、事業者が相談したい内
容を予想することによって回答候補の生成速度を向上させた。Web アプリケーションを介した産
業保健の相談において重要となるのはヒアリングである。事業者側の本当に相談したい内容を
引き出せなければ原因究明や適切な回答を作成することが難しい。情報工学の観点でも LLM を
適切に活用するには適切なキーワードと索引からデータを探すことが正確性につながる。相談
者側が相談したい内容に対する適切な知識やキーワードのイメージを持っていない場合でもヒ
アリングによってそれを明らかにする必要がある。既存の会話内容を保存し、相談と回答および
回答に対する評価を学習することで次回会話の正確性をあげる機能を実装した。前述の RAG を
用いても 100％に近い精度での回答は困難であるため、相談文章と産業医の選択・修正した後の
回答文章の組み合わせを蓄積し既存の相談に対してより精度の高い回答を行えるようにした。   
学習プロセスにおいて検証したのは二つで、ファインチューニング（事前学習済み LLM モデル
のパラメータを微調整する手法）とプロンプトの自動最適化である。前者については特定領域の
専門性をあげるためによく取られる手法であり、後者は本件で検証を行いながら実装をしたも
のとなる。LLM においては回答生成のために指示（プロンプト）が必要となるが、相談品質の結
果によってプロンプトを逐次変化させており、これには会話とは別の LLM を組み合わせること
で実現している 
事業者側の相談者および産業医がリアルタイムにやり取りを行えるよう即時メッセージ送受
信が可能な機能を実装した。これによりメール同様にストレスなく文章を送受信でき、検証期間
に複数のやりとりをもとにして LLM の実用性を検証することができた。また基本的なログイン・
アカウント機能を実装し複数の事業者・産業医を交えて検証を行った。産業医は産業保健特化型
AI の回答文章を、任意のタイミングで生成することができ複数の候補の中から自由に選択編集
をした上で送信が行えることが可能となった。 
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